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１１１１    はじめはじめはじめはじめにににに        
早野聖地公園には、龍ヶ谷池、上池、五郎池、林
ヶ池、中谷池、下谷池、堤入池の 7 つの溜池があり
川崎市内では数少ない溜池のある共同墓地公園であ
る｡早野聖地公園整備計画の実施に伴い、溜池の水質
及び水生生物の生息分布を把握し、溜池の自然環境
と調和した公園整備を図るための資料とすることを
目的として、1996 年より毎年実施している｡ 
なお、2001 年度から、3 年計画で７つの池を調査

することとなったため、今年度は上池と堤入池の２
つの池について調査を行った。 
    
２２２２    調査方法及び項目調査方法及び項目調査方法及び項目調査方法及び項目    
2.1 2.1 2.1 2.1 調査地点調査地点調査地点調査地点    
 図１に早野聖地公園内のため池配置図を示す． 
調査対象地点は上池、堤入池およびその流入出水路
とした。 
 上池の概況図を図２に、堤入池の概況図を図３に   
それぞれ示した。    

    
図１ 早野聖地公園ため池配置図 

2.2 2.2 2.2 2.2 調査項目調査項目調査項目調査項目    
  水質：水温、透視度、ｐH、BOD、COD、 
         塩化物イオン、全燐、全窒素 
  生物：魚類、水生生物、水生植物 
2.3 2.3 2.3 2.3 調査年月日調査年月日調査年月日調査年月日    

2002年 9月 11日（水） 

 
３３３３    調査結果調査結果調査結果調査結果    
3.1 3.1 3.1 3.1 水質について水質について水質について水質について    
水質項目についての測定結果は表１に示す｡ 

表１ 水質測定結果 
調査年月日： 天候：晴れ

採水 気温 水温 透視度ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＣＯＤ 塩化物イオン 全燐 全窒素

時刻 (℃) (℃) (cm) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L)

上池 11:45 30.5 23.0 23.0 7.1 4.9 1.4 8.7 8 0.089 2.5

堤入池 10:50 28.0 23.0 26.0 6.6 5.9 1.0 6.6 10 0.025 3.5
環境基準
（農業用水）
Ｂ類型,Ⅴ類

6.5以
上8.5
以下

5mg/L
以上

6mg/L以下 0.1mg/L
以下

1mg/L
以下

2002.9.11

地点名

 
 これらの池については環境基準は適用されないが、
参考までに湖沼（天然湖沼及び貯水量 1，000 万立方
メートル以上の人工湖）についての生活環境の保全
に関する環境基準と比較した。 
 どちらの池も農業用水の類型であるＢ類型、Ⅴ類
型を満たしていなかった。 
(1) 上池 
 この池は上部からの流入水と浸出水が主な水源で
ある。水は濁っており透視度は低い。 
 ｐH、DO についてはＣ類型の基準を満足している
が、COD はＣ類型の基準を満たしていない。 
 全窒素については同じく農業用水の類型であるⅤ
類型を満たしておらず、全燐については水産３種の
類型であるⅤ類型の基準を満たしている。 
(2) 堤入池 
 この池は浸出水が主な水源である｡水は濁ってお
り透視度は低い。 
 ｐH、DO については農業用水の類型のＢ類型の基
準を満足しているが、COD はＢ類型の基準を満たし
ていない。 
 全窒素については同じく農業用水の類型であるⅤ
類型を満たしておらず、全燐については水道３級の
類型であるⅢ類型の基準を満たしている。 
3.2 3.2 3.2 3.2 生物について生物について生物について生物について    
(1) 上池 

上池

五郎池

下谷池

林ヶ池

中ノ谷池

堤入池

龍ヶ谷池
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上池で採取された水生生物を表２、図５に示した。 
魚類は池内ではブルーギルのみ採取されたが、流
入水路ではホトケドジョウが、流出水路ではヨシノ
ボリが採取された。 
ブルーギルは例年多数採取されており、雑食性で
繁殖力も強いため、他の魚類の生息に大きい影響を
与えている。 
その他の水生生物としては流入水路ではアメリカ
ザリガニ、カワニナ、オニヤンマのヤゴ、流出水路
にはサワガニが見られた。 
2002 年３月の調査では、流出水路にオナシカワゲ
ラ、ホタルトビケラを確認し、また紅藻類のカワモ
ズク（準絶滅危惧種）の生育も見られた。 
 

表２ 上池で採取された水生生物 
種名 体長 採取数 採取場所 備考

魚類 ブルーギル 10cm～11cm 2 池
ホトケドジョウ 2cm～3cm 3 流入水路
ヨシノボリ 3cm～4cm 3 流出水路

他の水生生物 アメリカザリガニ
カワニナ
オニヤンマ（ヤゴ）
ホタルトビケラ 3月調査時
オナシカワゲラ 3月調査時
サワガニ
カワニナ
オニヤンマ（ヤゴ）
アメリカザリガニ

水生植物 カワモズク 流出水路 3月調査時

流入水路

流出水路

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

図２ 上池概況図 
(2) 堤入池 
 堤入池で採取された水生生物を表３、図６に示し
た。 
魚類は、池内ではブルーギルのみ採取されたが、
流出水路ではブラックバスが採取された。 

その他の水生生物としては、カワニナ、アメリカ
ザリガニ、ミズムシ、赤色ユスリカ、イトミミズが
見られた。 
この地点については 2002 年７月の調査で流出水
路にテナガエビを多数確認し、またサワガニも生息
していた。 

表３ 堤入池で採取された水生生物
種名 体長 採取数 採取場所 備考

魚類 ブルーギル 2～11cm 8 池
ブラックバス 6cm 1 流出水路

他の水生生物 テナガエビ 7月調査時
サワガニ 7月調査時
アメリカザリガニ
カワニナ
ミズムシ
赤色ユスリカ

水生植物 なし

流出水路

 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

図３ 堤入池概況図 
４４４４    まとめまとめまとめまとめ    
今回の調査対象とした両方の池は、水質からみる

と農業用水の類型基準を満たしていなかった。 
 池のように水の流れのないところでは水の自浄作
用が著しく阻害され、一旦汚濁が進んでしまうと水
質を改善することが難しくなってしまうと考えられ
る。 
 また、生物の生息状況からみると、ブルーギルの
ような雑食性で繁殖力の強い種が優先してしまい、
さらに、池の中に水生植物の生育が見られないため、
水際の変化に乏しく、水生生物の多様性が失われて
しまっている。 
池内での水の自浄作用を高め生物の成育を促すう
えでも、人工的に水生植物を植裁するなどの工夫が
必要と思われる。 
 流入水は周辺丘陵からの滲出水や湧水に由来して
おり、さらにレッドデータブックに記載されている
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ホトケドジョウ（絶滅危惧Ⅰ類Ｂ(EN)）やカワモズ
ク（Batrachosphermum arcuatumBatrachosphermum arcuatumBatrachosphermum arcuatumBatrachosphermum arcuatum（和名なし）（和名なし）（和名なし）（和名なし）：準絶滅危惧
(NT)）など希少な生物をはじめ多様な生物相がみら 
れることから、流入出水路は比較的良好な水質を保

っていると考えられる。 
 この水質や水量を確保するため雨水の浸透を促進
するなど周辺地域の地下水保全対策も急務である。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
    

図４図４図４図４    上池で採取された水生動物上池で採取された水生動物上池で採取された水生動物上池で採取された水生動物    
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図５図５図５図５    堤入池で採取された水生動物堤入池で採取された水生動物堤入池で採取された水生動物堤入池で採取された水生動物
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